農 業 経 営 改 善 計 画 認 定 申 請 書
平成２８年　１月　１０日

津　山　市　長　　殿

申請者　住所　津山市山北５２０
氏名　津山　太郎　　　　　　　㊞
昭和４４年　４月　１日生(４６歳)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜法人設立年月日　　　　年　　月　　日＞

（連絡先）℡０８６８（２３）２１１１
農業経営基盤強化促進法(昭和55年法律第65号)第12条第1項の規定に基づき，別紙の農業経営改善計画の認定を申請します。

なお，認定のうえは，当該農業経営改善計画の目標達成のため，指導関係機関に対し，当該農業経営改善計画書の写しを添付して認定された旨の通知をいただくことに同意いたします。
（別紙）

	農業経営改善計画

	①目標とする営農類型
	稲作＋大豆＋小麦＋露地野菜

	②経営改善の方向の概要
	・水稲の作業受託を拡大する。
・ブロッコリーの２期作に取り組む。

・サンヒルズ等直売所への出荷などにより、収益を向上させる。



	
	（年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標）

	
	
	現　　　状
	目標（平成３３年）

	
	年間農業所得
	３００
	万円
	５３０
	万円

	
	年間労働時間
	1,900
	時間
	1,900
	時間


③農業経営規模の拡大に関する目標

	
	作目・部門名
	現　　　　　　　状
	目標（平成３１年）

	
	
	作付面積

飼養頭数
	生産量
	作付面積

飼養頭数
	生産量

	
	水稲
青刈り水稲
アスパラガス

ブロッコリー

大豆
小麦

	100a

10a

10a

50a
100a


	4,800㎏
1,000㎏

5,000㎏
1,500㎏
	100a

10a

10a

50a×2作
100a

100a

	5,400㎏
1,000㎏

10,000㎏
1,800㎏
3,200㎏

	
	経営面積合計
	270a
	
	370a
	

	
	経 営 耕 地
	区分
	地目
	所在地(市町村名)
	現　　　状
	目標(平成３３年)

	
	
	所有地
	田
畑
	津山市
	250a
20a
	350a

20a

	
	
	借入地
	
	
	
	


	③農業経営規模の拡大に関する目標
	特定作業受託
	作　　　目
	作　　　業
	現　　　状
	目標(平成　　年)

	
	
	
	
	作業受託面積
	生産量
	作業受託面積
	生産量

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	合　　　計
	
	
	
	

	
	作 業 受 託
	作　　　目
	作　　　業
	現　　　状
	目標(平成３３年)

	
	
	水稲
	田植え

収穫

乾燥・調整
	100a

200a

500俵
	300a

500a

1,000俵

	
	
	単　　純　　計
	300a
	８00a

	
	
	換　　算　　後
	150a
	400a

	
	農畜産物の
加工・販売
その他の関
連・付帯事
業
	事業名
	内　容
	現　　　状
	目標(平成３３年)

	
	
	正月お飾り製造
	青刈り水稲で正月用のお飾り製造
	10a
	10a

	④生産方式の合理化の目標
	機械・施設
	機械・施設名
	型式、性能、規模等及びその台数

	
	
	
	現　　　状
	目標(平成３３年)

	
	
	トラクター

田植機

動力噴霧器

コンバイン

乾燥機

耕運機

軽四トラック

農機具庫
作業所
	30ps

４条１台

4ps

４条１台

20石１台、25石１台

6ps

１台

45㎡
75㎡
	30ps

４条１台

5ps

４条１台

25石１台、30石１台

6ps

１台

45㎡

75㎡

	
	農用地の利用条件
	現　　　　　状
	目標(平成３３年)

	
	
	ほぼ３カ所に集積している。
	現在のほ場周辺で作業受託を拡大する。

	
	作目・部門別合理化の方向
	作目・部門名
	現　　　　状
	目標(平成３３年)

	
	
	ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ
	年１作
	２期作に取り組む

	
	
	水稲作業受託
	延べ300a
	延べ８00a（規模拡大）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	
	現　　　　状
	目標(平成３３年)

	⑤経営管理の合理化に関する目標
	パソコン簿記記帳を行い、青色申告している。

	現状維持

	⑥農業従事の態様等の改善に関する目標
	農繁期に２人手伝いを雇っている。


	水稲の作業受託の拡大やブロッコリーの２期作への取り組みに合わせて臨時雇用を増やし、適当な労働力の配分となるようにする。



	⑦目標を達成するためにとるべき措置
	経営改善の目標
	措　　　　　　　　　置

	
	規模拡大・農地集積

生産方式の合理化

農用地の利用

経営管理の合理化

農業従事態様等の改善

制度資金の活用

	・現在のほ場周辺で作業受託を拡大する。
・ブロッコリーの２期作に取り組む。

・農協等の栽培講習会に参加し、栽培技術を向上させ、品質・収量を向上・安定させる。

・水稲の生産調整に配慮する。

・サンヒルズ等直売所への出荷などにより、収益を向上させる。

・農繁期の臨時雇用を増やし、適当な労働力の配分となるようにする。

・機械、施設等の更新・導入にあたっては、制度資金の活用について検討する。


	（参 考）経　営　の　構　成
	氏　　　名

（法人経営にあっては

役員の氏名）
	年齢
	代表者との続柄（法人経営にあっては役職）
	現　状
	見通し

	
	
	
	
	担当業務
	年間農業従事日数(日)
	担当業務
	年間農業従事日数(日)

	
	津山　太郎
	４５
	(代表者)

本人
	全般
	２４０
	全般
	２４０

	
	津山　花子
	４２
	妻
	お飾りづくり及び補助
	９０
	お飾りづくり及び補助
	１００

	
	津山　一郎
	７４
	父
	補助
	１５０
	補助
	８０

	
	津山　桜子
	７１
	母
	お飾りづくり及び補助
	９０
	お飾りづくり及び補助
	８０

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	雇　用　者
	常時雇(年間)
	実人数
	現状
	０人
	見通し
	０人

	
	臨時雇(年間)
	実人数
	現状
	２人
	見通し
	６人

	
	
	延人数
	現状
	２０人
	見通し
	１００人


	(参考)

他市町村の認定状況
	認定市町村名
	認定年月日
	備　考

	
	
	
	

	
	
	
	


津山市においては、


年間農業所得の目標の基準は


　概ね４５０(万円/経営体)以上


年間労働時間の目標の基準は


　概ね１９００(時間/1人)以内


となっておりますので、上記の目標水準以上となるようにしてください。








